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理事会議案及び内容について
　４月 21 日　定例理事会 議案及び内容について

議案第１号　理事の報酬配分について

議案第２号　第 74 年度　業務報告書の提出について

議案第３号　貸出基準の設定について（共済担保長期資金）

〇共済担保貸付金の貸出利率が下記の通り変更されます。

　短期：共済約款貸付の貸付利率　　長期：共済約款貸付の貸付利率＋ 0.5％

議案第４号　貸出基準の決定について（教育ローン）

〇教育ローンのカード型（ニコス）の取り扱いを開始します。

議案第５号　理事との取引について（農機利用事業農作業受託契約）

議案第６号　令和４年度事業年度施設園芸等燃油価格高騰に関わる支援対策（案）について

議案第７号　職制規程の一部変更について

〇管理課、経営リスク課、審査課の業務分掌です。

議案第８号　稚魚の無償提供に関する契約に基づく支払（寄付金）について

　【報告事項】

　　・「再発防止策（兼整備計画）」取組状況報告書（４年３月分）について

　　・再発防止策の実践にかかるオンサイトモニタリングの結果報告について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　全議案が可決、承認されました。

　４月 21 日 ( 火 ) に綾町高年者研修センターにて第 74 回通常総代会が開催されました。

　今回もコロナウイルスの影響により書面議決、総代長のみの参加となりました。

　開会のあいさつを中神智光理事が行い、坂元組合長が「情勢等で厳しい状況にあるが、今後も町の

ＪＡとして負託に応えていく。」とあいさつをしました。

　議事は全６議案に対し、承認をいただきました。

第 74 回　通常総代会開催
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●
剰
余
金
処
分
案　

積
立
に
つ
い
て
具
体

的
に
教
え
て
頂
き
た
い
。
組
合
員
に
対
し

て
一
律
に
な
の
か
、
出
資
口
数
に
応
じ
て

な
の
か
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】
出
資
配
当
に
つ
い
て
は
一
月
末

の
各
組
合
員
の
払
込
済
出
資
金
額
に
対
し

て
〇
・
五
％
配
当
と
し
、
出
資
予
約
貯
金

に
振
込
み
、
一
〇
〇
〇
円
以
上
を
出
資
金

一
口
と
し
て
振
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
人
件
費
の
役
員
報
酬
・
職
員
給
与
に
つ

い
て
ト
ー
タ
ル
の
金
額
で
載
っ
て
い
る

為
、
役
員
報
酬
に
つ
い
て
職
員
の
給
与

等
に
対
し
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
昇
給
率
の
計
画
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。　
　

【
回
答
】
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
計
画

よ
り
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
三
年
度

の
役
員
報
酬
審
議
会
に
て
三
％
減
で
の
答

申
を
受
け
ま
し
た
。
五
月
期
よ
り
減
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
人
件
費
は
当

初
計
画
対
比
か
ら
す
る
と
実
績
九
十
七
％

と
な
り
ま
す
が
、
職
員
の
退
職
に
よ
る
人

件
費
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
昇

給
に
つ
い
て
は
、
五
号
俸
（
Ｒ
三
年
度
実

績
一
・
三
六
％
）
で
の
昇
給
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

●
所
得
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
運
動
に
つ
い
て

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）
・
Ｄ
ｏ
（
実

行
）・
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
評
価
）
・
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
（
改
善
）
と
い
う
観
点
か
ら
管
理
す

る
考
え
方
で
、
「
経
営
」
の
基
本
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
計
画
し
て
実
行
す
る
、

実
行
し
て
そ
れ
が
で
き
た
か
で
き
な
い
か

を
評
価
す
る
。
そ
れ
を
改
善
し
て
い
く
。

で
き
な
か
っ
た
ら
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
で
き
た
ら
ど
う
い
っ
た
事
が
良
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
を
求
め
て
い
き
経
営
し
て

い
く
こ
と
で
、
部
会
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
連
動

し
て
、
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
の
所
得
向
上
・
農

業
振
興
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
、
よ
り
良
い

経
営
を
回
し
て
い
く
こ
と
を
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

今
ま
で
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
テ
ン
と
い
う
言
葉
で

あ
り
ま
し
た
が
、
所
得
ア
ッ
プ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

運
動
へ
第
二
十
五
回
Ｊ
Ａ
宮
崎
県
大
会
で

決
議
さ
れ
た
事
項
で
あ
り
ま
す
。

●
農
家
に
対
す
る
任
意
積
立
金
は
以
前
か

ら
積
立
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の

積
立
金
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
総
代
会
資
料
Ｐ
四
十
三
「
付
属

明
細
書
」
に
て
組
合
員
資
本
の
明
細
を
載

せ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
金
過
去
は
三
十
億
円
、
今
年
の
実

績
三
十
一
億
円
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
貸
出
金
が
増
え
る
こ
と
は
農
家
に

と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
で
あ
り
ま
す
。

対
策
は
十
分
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
振
興
の

た
め
、
地
域
の
金
融
機
関
と
し
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

●
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
結

論
が
で
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
組
合
員
説
明
会

を
五
月
末
～
六
月
上
旬
に
か
け
て
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

県
域
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
は
十
三
Ｊ
Ａ
の
合

併
を
令
和
六
年
四
月
を
目
途
に
協
議
は
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
者
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
対
策
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち
を
交
流
さ
せ

る
機
会
な
ど
を
町
と
一
緒
に
な
っ
て
対
策

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
以
前
は
行
政
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
青
年

部
含
め
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
数
が
減
っ
て
き
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
出
来
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
役
場
と
連
携
し
て
参
り
ま
す
。

●
養
豚
団
地
浄
化
施
設
改
修
工
事
の
原
資

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
負
担
が
か
か

ら
な
い
様
に
補
助
金
等
を
行
政
に
お
願
い

し
て
少
し
で
も
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ほ
し

い
。

【
回
答
】
Ｊ
Ａ
の
自
己
資
金
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
養
豚
団
地
浄
化
施
設
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
が
は
い
っ
て
入
札
や
見
積
業
者

と
の
や
り
取
り
は
行
う
の
で
す
か
？

【
回
答
】
改
修
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

経
済
連
の
養
豚
課
に
指
導
を
仰
い
で
話
を

進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
入
札
関

係
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ａ
の
事
務
手
続
き
に
則

り
対
応
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

地
区
別
座
談
会
意
見
集
約

及
び
回
答
に
つ
い
て
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●
養
豚
団
地
の
改
修
工
事
を
行
え
ば
、
悪

臭
対
策
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り

臭
気
に
つ
い
て
も
改
善
し
軽
減
で
き
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
・
役
場
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

●
燃
油
高
騰
に
つ
い
て　

我
々
組
合
員
が

基
金
造
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
発
動
に
あ
た
っ
て
制
限
が
あ

る
（
一
三
〇
・
一
七
〇
）
と
か
。
そ
れ
を

上
回
っ
て
発
動
し
た
場
合
、
今
度
は
農
家

が
造
成
し
た
以
上
に
我
々
の
負
担
が
大
き

く
な
る
。
そ
こ
を
国
へ
折
衝
を
お
願
い
す

る
な
ど
し
て
農
家
の
負
担
が
少
な
く
な
る

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
具
体
的
に
発
動

に
あ
た
っ
て
の
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
燃
油
高
騰
事
業
（
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
事
業
）
に
つ
い
て
、
重
油
の
価
格

に
対
す
る
国
の
補
填
事
業
と
い
う
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
か
ら
こ
の
事
業

は
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
ま
で
は
事
業
発
動

が
少
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
燃
油
価
格
の
急
騰
に
よ
り
発
動
が
顕
著

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、

十
一
月
か
ら
四
月
迄
の
月
ご
と
に
購
入
さ

れ
た
重
油
に
対
し
重
油
価
格
全
国
平
均

八
三
・
一
円
／
Ｌ
（
税
抜
）
を
上
回
っ
た

場
合
に
、
そ
の
差
額
分
を
事
業
実
施
者
と

国
と
で
積
立
て
た
積
立
金
を
財
源
に
補
填

し
合
う
と
い
っ
た
事
業
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
燃
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

に
伴
い
ま
し
て
、
発
動
額
が
多
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
積
立
金
が
少
な
い
事
業

実
施
者
の
積
立
金
額
が
事
業
期
間
途
中
で

な
く
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
施
期
間
中

に
積
立
金
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
Ｊ
Ａ
と
し
て
支
援
で
き
な
い
か
協
議
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
四
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
一
五
〇
％
の
上
の
一
七
〇
％
が
設

定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
五
月
か
六
月
に
は
令
和
四
年
度
事
業

の
受
付
を
行
う
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
文
書
に
て

ご
通
知
致
し
ま
す
。

●
振
興
計
画
で
は
炭
酸
ガ
ス
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
あ
り
ま
す
が
、
補
助
事

業
の
件
で
町
の
方
針
と
し
て
は
や
め
る
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
別
の
需
要
へ
と
な
っ

て
い
る
が
ど
う
考
え
ま
す
か
？

【
回
答
】
胡
瓜
に
お
き
ま
し
て
は
二
酸
化

炭
素
発
生
装
置
と
環
境
測
定
器
を
導
入
さ

れ
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
導
入
に
あ

た
っ
て
は
県
や
町
の
事
業
を
活
用
し
行

な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
事
業

も
終
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
導
入
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、

県
や
町
へ
事
業
要
望
を
行
い
つ
つ
国
庫
も

含
め
た
中
で
の
事
業
実
施
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

●
炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
を
一
部
導
入
し
ま

し
た
が
、
導
入
当
初
は
使
い
方
等
が
わ
か

ら
ず
収
量
ア
ッ
プ
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

は
Ａ-

Ｕ
Ｐ
会
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

勉
強
し
て
い
る
。
導
入
後
の
指
導
（
フ
ォ

ロ
ー
）
を
し
っ
か
り
や
っ
て
頂
き
た
い
。

導
入
し
た
は
い
い
が
収
量
ア
ッ
プ
で
き
な

い
と
意
味
が
な
い
。
次
事
業
が
あ
れ
ば
手

を
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
農
家
・
組

合
員
が
求
め
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
等

の
話
し
合
い
の
場
が
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
場
を
つ
く
る
と
き
に
農
協
に
入
っ
て

も
ら
い
た
い
。
今
後
の
改
善
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
回
答
】
環
境
制
御
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ

で
の
調
査
デ
ー
タ
等
が
よ
う
や
く
積
み
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
当
初
か
ら
導
入
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
収
量
の
向
上
が
見

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
普
及
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
他

産
地
の
情
報
も
収
集
し
つ
つ
、
情
報
を
開

示
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
事
業
等
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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令和４年５月期綾町子牛品評会

　令和４年５月 18 日（水）にＪＡ宮崎中央家畜市

場にて、５月期子牛品評会が開催されました。

　品評会には、各地区自慢の子牛を出品し、序列

を競い合いました。今回の品評会は雌牛 33 頭で審

査が行われ、綾町からは、５頭出品致しました。

結果については右記の通りです。

雌　牛　の　部

等　級 氏　名 血　統

優等６席 日高　和幸 福晴茂 × 耕富士 × 義美福 × 美穂国

１等賞 上村　義光 満天白清 × 忠富士 × 福之国 × 福桜

２等賞 中原　重文 神照栄 × 美穂国 × 福之国 × 安平

２等賞 中原　重文 耕富士 × 秀菊安 × 美穂国 × 福桜

２等賞 川上　芳明 勝光美 × 勝平正 × 福之国 × 安平



すくらむ 6 月号 .NO.301

—5—

令和４年５月期子牛セリ市結果
　５月 14 日～ 15 日の２日間、ＪＡ宮崎中央家畜市場に於いて開催されました。

　今回のセリ市には、綾町より雌子牛 43 頭、去勢牛 36 頭、合計 79 頭が上場致しました。

　セリ市につきましては、前回に比べて 55,126 円安で取引されました。

　畜産基盤維持の為に生産性向上並びに母牛更新が必要になりますので、優良繁殖雌の保留と導入に努めましょ

う。購買者も宮崎中央家畜市場（綾町）特有の血統を望んで購買に来られますので、期待に沿えるように指定交

配を遵守し、耕富士・富久竜・満天白清中心の母牛群を構築できるように御協力下さい。

綾町価格

性　別 1日目 2日目 全体平均 市場平均 差額

雌 554,400 566,158 562,330 577,660 -15,330

去　勢 683,519 726,806 701,555 718,693 -17,138

平　均 631,871 620,925 625,774 659,701 -33,927

３町比較

性　別 綾　町 国富町 差　額 高岡町 差　額

雌 554,251 594,671 -40,420 587,661 -33,410

去　勢 701,556 705,091  -3,535 731,322 -29,766

平　均 626,895 660,267 -33,372 658,533 -31,638

価格対比

性　別 前　回 差　額 前年同期 差　額

雌 633,365 -71,035 725,467 -163,137

去　勢 736,752 -35,197 839,082 -137,527

平　均 680,900 -55,126 790,150 -164,376

キャトルステーション

性　別 頭　数 平　均 １日増体

雌 17 574,005 0.82

去　勢 16 686,675 0.97

平　均 33 628,633 0.89

令和４年５月（めす）【種雄牛別】 令和４年５月（去勢）【種雄牛別】

順位 種雄牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 二 刀 流 271 293 720,186

2 富 久 竜 290 291 640,792

3 耕 富 士 281 295 615,164

4 福 晴 茂 290 284 611,765

5 第 5 安 栄 283 281 601,333

6 清 正 秀 274 295 595,729

7 宗 守 富 士 276 281 588,133

8 神 照 栄 279 291 572,825
9 安 秀 平 263 302 551,467

10 満 天 白 清 277 293 543,721

順位 種 雄 牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 耕 富 士 318 278 843,246

2 二 刀 流 306 276 792,000

3 福 晴 茂 312 271 762,393

4 神 照 栄 304 278 717,718

5 清 正 秀 291 284 698,133

6 安 秀 平 286 271 693,275

7 富 久 竜 305 277 687,294

8 満 天 白 清 298 277 681,612

9 勝 光 美 318 278 526,167
10 勝 美 利 272 291 632,297

令和４年５月（めす）【母牛別】 令和４年５月（去勢）【母牛別】

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 美 穂 国 288 290 593,979

2 耕 富 士 275 294 590,203

3 満 天 白 清 266 300 556,738
4 勝 平 正 276 292 550,733
5 秀 菊 安 270 288 550,428

6 忠 富 士 283 290 543,871
7 富 久 竜 265 288 514,800

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 富 久 竜 305 29 864,967

2 耕 富 士 298 277 738,043

3 満 天 白 清 301 285 733,531
4 美 穂 国 309 271 724,999
5 勝 平 正 302 278 703,756

6 秀 菊 安 296 280 688,891
7 忠 富 士 294 278 649,532
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　生産者の皆さん毎日の作業お疲れ様です。今年も梅雨入りが早く、病害の発生が多くなることが予想されま
す。肥培管理を適期に実施しましょう。

　　１.かんきつ類全般
　　１）葉面散布の実施
　　　　�果実肥大期のため、窒素成分が必要な時期です。葉面散布は必ず実施しましょう。
　　　　　　目安→パワフルグリーン２号　800 倍
　　　　　　又は尿素 500 倍（月３回程度または薬散時混用）
　�　２.日向夏の管理
　　１）花粉の保存
　　　　�花粉を翌年まで保存する場合は、薬包紙等で少量ずつ包み、乾燥剤を多量に入れた密閉容器に入れ、

冷凍庫で保存してください。（乾燥剤：シリカゲルは資材課で購入できます）
　　２）病害虫防除
　　　５月中旬に夏肥を施用してください。
　　　　　日向夏特号…60 ｋｇ／ 10 ａ　（かんきつ肥料、オルガフルーツでも代替可能）

　　※ハーベストオイルの高温時散布は薬害の恐れがあるので注意して下さい。
　　※ペンコゼブ（水）の年間使用回数は４回までとなっていますので注意して下さい。
　　※�スプラサイド（乳）については、在庫のみとなりますので、販売終了後はオリオン水和剤１０００倍で

代用します。

　�　３.スイートスプリングの管理
　　１）病害虫防除
　　　�　スイートスプリングのかいよう病類似症予防の為、銅の補給と病害の予防を兼ねて薬散を実施しま

しょう。

　　４．ハウスぶどうの管理
　　１）摘房
　　　　�実止まりが確定したら早目に目標房数として下さい。

　　２）摘粒
　　　　�着粒過多になると、果粒肥大が抑制され、着色不良になるので摘粒により適正着粒数にして下さい。（満

開２週間後から開始）
　　　　―方法―
　　　　�・極小果、傷果、病害虫果、内向き果、飛び出し果などの房型を乱すものから除去し、果粒ガ肥大し

た時の状態を想像してバランス良く果粒を間引いて下さい。
　　３）袋掛け
　　　　�摘粒後は防除を実施して、速やかに袋掛けを行って下さい。

※農薬の使用については、使用基準（適用作物、使用倍数、使用回数、収穫前使用日数等）を守って使用して
ください。農薬散布については自己責任となりますので、ラベルの確認実施と、少しでも不明な点がありまし
たら担当者にご相談下さい。

果樹園の管理

月 旬 対象病害虫 使用薬剤 希釈倍数
収穫前
使用日数

使用回数 使用方法

５ 下 カミキリ
バイオリサカミキリ

スリム
1本 /1 樹 － － －

６ 上
ハダニ

カイガラ・カミキリ
黒点病

ハーベストオイル
スプラサイド（乳）40

ペンコゼブ（水）

200
1500
600

―
90 日前
90 日前

―
４回
４回

混用

７ 中 黒点病 ペンコゼブ（水） 600 90 日前 ４回 －

病害虫名 使用薬剤 使用倍数 使用方法

かいよう病
Ｚボルドー 500 倍

混用散布
バイカルティ 1000 倍

10 ａ当収量
目標（ｔ） 10 ａ総房数 １房重量（ｇ）

１.２ ３５００ ３５０
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　中干し作業も終わり、出穂 15 ～ 20 日、幼穂長１ｃｍの頃となります。出穂期は気象条件によって変動が大

きいのですが、例年から見れば６月 20 日～ 25 日頃となりますので、６月５日頃までが穂肥の施用時期となり

ます。この頃には生育の良い株の幼穂長を確認され、施肥を行って下さい。

　適期適量施用が重要です。早く施用すると１穂籾数は多くなりますが、節間や上位葉が伸び倒伏しやすくな

ります。遅れた場合での倒伏の問題はありませんが、１穂籾数の減少が心配されます。

　病害につきましては、紋枯れ病・いもち病の発生を注意して下さい。特に紋枯れ病は初期発生を見逃しやす

いので、５月下旬頃から高温で降雨が続いたようであれば、注意しましょう。

　発生が見られましたら、いもち病と同時防除のできるオリブライト１キロ粒剤を１ｋｇ /10 ａ散布して下さ

い。散布時期は出穂 10 日前までです。

　田植え時期となります。定植後間もなくして、葉が赤くなる赤枯れ症の発生が見られました。これは、土壌

中に未熟有機物が多く残った状態で代開けを行った場合に発生する場合があります。雑草や前作の作物残渣が

多く残っている場合には、早めに荒起し有機物の分解促進を行いましょう。

　　箱粒剤・・・効果期間は約 60 日、施用後葉に付いた薬剤は払い落とすか、軽く水をかけて落とす。

　　・サンスパイク箱粒剤　　　　施用量：１箱当たり 50 ｇ、使用時期：移植３日前～移植当日

　　　　　　　　　　　　　　　　いもち病、もみ枯れ細菌病、ウンカ類、コブノメイガ他	

　　・ビームプリンスグレータム　施用量：１箱当たり 50 ｇ、使用時期：移植３日前～移植当日

　　　　箱粒剤　　　　　　　　　いもち病（約 50 日）、稲こうじ病、紋枯れ病、ウンカ類他

　初期一発剤は定植後 30 日頃までに散布します。必ず使用前には使用除草剤それぞれの「使用基準」を確認・

遵守され、適期を逃さないよう散布を行いましょう。

　　�除草剤の種類及び使用上の注意点については以下の通りです。（より詳しい使用上の注意事項は農薬包装

に記載されています）

　　　　　①ザークＤ粒剤 17　　　　　　　粒剤タイプ（圃場内に均一散布）

　　　　　②クサトリエースＬジャンボ　　小包装（パック）による投げ入れタイプ

　　　　　③バッチリジャンボ　　　　　　小包装（パック）による投げ入れタイプ

　　・散布後の拡散性を良くするため、散布時の水深は定められた水深を確保して下さい。

　　・�強風時は吹き寄せによる薬剤の拡散ムラが、除草効果ムラ及び薬害へと繋がりますので、散布は控えま

しょう。

　　・�藻類や浮き草、表層剥離が多い場合においても薬剤の拡散性が不十分となり、除草効果ムラ及び薬害が

発生する場合があります。

　スクミリンゴガイは稲苗の柔らかい時期に加害するので、定植後、加害発生前に散布して下さい。

　農薬の使用上の注意点については以下の通りです。（より詳しい使用上の注意事項は農薬包装に記載

されています）

　　○スクミノン			 

　　・水田以外では絶対に使用しないで下さい。	

　　・湛水状態で均一に散布し、散布後７日間は落水やかけ流しをしないで下さい。	

　　・風向き・風の強さには注意し、できる限り風の弱い時間に散布して下さい。	

　　・散布の際は「使用基準」の確認・遵守をお願い致します。	

水稲管理について

早期水稲について

普通期水稲について

病害虫について

除草剤散布について

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）対策
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　胡瓜生産者の皆様、毎日の管理作業お疲れ様です。
　半促成・促成胡瓜は終盤を迎え、成り疲れ、悪天候による草勢の低下、収量・品質への影響も見られます。
　葉の濡れ（多湿状態）での病気の発生が多くなります。農薬散布で発生を抑えることもですが、循環扇を活用し濡れ
改善を行いましょう。梅雨の時期になり気温の低い日が続き根の動きが悪く胡瓜の草勢を左右します。雨天が今以上に
増えることが考えられるため、胡瓜の状態を見ながら潅水量を検討していく必要があります。

【今後の管理について】
　１.）温度・湿度・潅水管理・整枝管理
　�　悪天候で日射量が少ない日が続き温度も低い日が続いています。日射量不足で蒸散量が減り水分の吸収が悪くなる
ことにより、根から吸収される水の量が少なくなり、根からの水分の吸収量が減るだけでなく、植物の成長までも低
下してしまいます。雨天であっても、潅水は止めず、潅水間隔をあけ適度に行ってください。また、６月に入り雨も
多く今以上に多湿条件になり、葉が濡れベト病の発生も激しく出る可能性があります。循環扇の送風を活用し、温度
ムラのない葉の濡れにくい環境を作りましょう。

　�　草勢低下の見られる圃場については、つる下げ栽培・摘芯栽培であっても、葉の取り過ぎは樹へのストレスが大き
いため十分気をつけていただきますようお願いします。

　�　また、摘心栽培は上段の葉が混み合いにより病気の発生・通気性が悪くなる原因になりますので摘葉を中心に行っ
て下さい。

　�　つる下げ栽培は、つる下げ作業の遅れないようお願い致します。雨の日が続きますが急な晴れ間が萎れ・病気発生
を及ぼす可能性がありますので遮光は十分視野にいれておきましょう。

　　作付終了予定の方につきましては、収穫終了の 20 日前を目安に摘み込み作業を行いましょう。

　２.）肥料管理について
　�　日射量不足の中、なかなか光合成も活発に出来ず、水分と同じく養分についても根からの吸い上げも悪くなってお
り草勢低下にもつながっていますので、発根剤の活用も検討しましょう。天候に左右される日が続きますが、今の潅
水量も考えた中で追肥量を見直しましょう。また、葉の色や実のつきを見ながらの追肥をお願いします。

　�　圃場によっては苦土欠の症状が出ている圃場もありますのでマグネシウムの含む肥料の活用をおすすめします。

　　※葉面散布を行う場合は、できるだけ芯部分にしっかりかかるよう散布をお願いします。

　�　ご希望の方は簡易的ではありますが土壌診断（※硝酸態窒素・水溶性リン酸・水溶性カリ・ｐ H）を行いますので、
生産指導課胡瓜担当までよろしくお願いいたします。

　３.）病害虫の発生状況について
　�　つる枯れ病については、平年並みの発生、又はそれ以上の発生が見られていますので、できる限り予防剤・治療剤
の散布をお願いします。つる枯れ病は土壌及び資材伝染するため、前作の発生があると次作も発生する確率が高いで
す。農薬散布による防除もですが、植替え等をされる方は次作に向け土壌消毒・ハウス内資材（エスター線や誘引ク
リップ）の消毒を行うことも重要です。（農業用資材の消毒剤　ケミクロンＧ等）

　�　今年は、べと病後の褐斑病も多く出ており、褐斑病が出ている圃場については窒素過多が要因により褐斑病を助長
されている圃場もありましたので肥料管理にも気をつけましょう。

　�　害虫については、気温が上がるにつれて発生も多く、アブラムシ・コナジラミが見られる圃場もありますので、ロー
テーション防除に努め病害虫防除の徹底をお願いします。また、サイドと谷を開けられることが多くなりましたので、
次作に向けてもですが防虫ネットの破れがないか再度確認を行い、破れ・隙間があれば補修を行ってください。

　４.）胡瓜黄化えそ病発生状況・黄化えそ対策について
　�　今年度も各圃場で差はありますが黄化えそ病（MYSV）の発生が多く見られる圃場もあります。５月までの発生状況
として、綾町管内では昨年に比べると少ないように感じますが、徐々に発生が増えている傾向にあります。中部地区
管内で見ると前年度を上回る発生状況となっています。

　�　作付も終盤を迎える方、もしくは作付終了後圃場内の片付けをされる方につきましても、これからの残渣の持ち出
しには十分気をつけていただきますようお願い致します。

　（作終了前・作終了後のスリップス対策）
　①収穫終了前には重点防除（ローテーション防除）を行い、圃場内スリップスの密度低減に努めてください。
　②�摘葉・摘芯・摘果・つる等の胡瓜残渣を圃場外に持ち出す場合は、残渣をビニールで必ず被覆してください。圃場

から離れた所に残渣を捨てる場合については移動の際の被覆と現地での被覆を必ずお願いします。

　※�作終了後は必ず 20 日程度蒸し込み・重点防除を行い、半枯れ状態では不十分ですので胡瓜が十分枯れた状態で片
付けを行ってください。

　　�　露地胡瓜の作付を予定されている方につきましては、障壁作物として圃場周りへソルゴーの作付準備を早めに
行っていきましょう。

きゅうりの管理について

葉面散布
パワフルグリーン２号 500 ～ 1000 倍

ベストⅡ 500 ～ 1000 倍

マグネシウム 葉面マグ ２～５㎏ /10a
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　梅雨に入り天候が安定しない日が続きます。近年、全国各地で大雨による甚大な被害も増えています。この

時期は、春作の収穫や秋作の準備等と重なり、天候を見ての作業となります。

　また、日々の天気による気温の差も大きく、高温・多湿により体調を崩し易い時期でもあります。体調に留意し、

無理をしないよう管理作業を行って下さい。

　雨が多い分、土は乾きにくくなりますが、出荷は十分風乾してから選果場への搬入をお願いします。水が溜

まり易い圃場は、圃場内を乾燥させる為、排水対策と通路の中耕を行って下さい。

　湿害による腐敗を軽減するためにも排水溝や排水口の設置、雨量の多い日は圃場に水が溜まっていないか等

確認を行い、排水対策に十分注意て下さい。

今後の管理

　梅雨期・梅雨明け後、少雨で乾燥状態が続くとアブラムシをはじめ、害虫の多発が予想されます。新芽の加

害による生育不良が発生しますので、被害が広がる前の予防策を徹底して下さい。

（契約栽培では使用できる農薬が限定されていますので、必ず連絡を下さい。）

　水分不足は生育に大きく影響します。晴天続きや少雨による圃場の乾燥が続く場合は灌水（散水）により土

壌水分を確保して下さい。

　十分な土壌水分は必要ですが、長時間の湛水状態は根傷みを起こし、水晶芋の原因や疫病の拡大の要因にも

なりますので、排水溝や排水口を設置し、確実に圃場外に排出されるよう行って下さい。

　収穫時期です。土が湿った状態の収穫は腐敗の原因となりますので、土が乾いてから収穫を行い、風通しの

よい日陰で十分風乾させて出荷を行って下さい。

　開花後、急激に茎葉が枯れ込む状況が見られます。茎葉が枯れ上がってからの収穫は収穫遅れになります。

収穫が遅れれば二次生長やそうか病による品質低下にもつながりますので、適期収穫を行って下さい。

　そうか病も収穫遅れにより被害が拡大しますので早めに収穫を行って下さい。

　収穫期の雨続きで圃場内での腐敗等も見られますので、排水溝や排水口は確実に設置し、長時間人参の周囲

に水が溜まらないよう注意して下さい。

　ごぼう、ジャガイモも作付けの場合、植付時期によって収穫が重なります。

　計画的な収穫を行い、収穫遅れに注意して下さい。

　定植後 30 日が１回目の追肥・土寄せの時期です。併せて除草も行って下さい。無理な土寄せは生育を阻害す

る恐れがありますので注意して下さい。

　水が溜まりやすい場所で欠株が多く発生しています。排水溝や排水口の設置により、余分な水は圃場外に排

出して下さい。

　出荷開始は７月中～下旬からです。水田のように排水が良くない圃場では腐敗等も予想されますので、排水

溝や排水口の設置を行って下さい。　

　挿苗後高温、乾燥が続く場合、初期のアブラムシ・ダニ等による生育の阻害も見られますので予防策を徹底

するとともに、担当への連絡を行って下さい。

　開花後約 40 日程度で収穫となります。果梗部にコルクが入り、周囲全体に廻った頃が収穫期です。収穫は

朝露が乾いてから行い、雨天時や夕方遅くなってからは行わないで下さい。

　収穫後は日陰の風通しのよい場所で風乾して下さい。収穫の際はなるべくぶつけないようにして下さい。追

肥により、３果以降の肥大が左右されます。

　無理な着果は行わずに摘芯やわき芽の除去を行って下さい。

坊ちゃんかぼちゃ

露地野菜生産者のみなさまへ

ジャガイモ

春人参

里　　芋

白ネギ

甘　藷
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　収穫時期です。土が湿った状態での収穫は、出荷後腐敗の原因になります。土が乾いてから収穫を行い、風

通しのよい日陰で十分風乾させ選果場への搬入をお願いします。

収穫時に、葉の付け根部分を引っ張りますが、その部分に傷が入ると腐敗の原因になります。掘取機を十分か

けてから収穫して下さい。

　栽培管理記録簿の提出が遅れ気味になっています。原則出荷１週間前、遅くても出荷３日前には提出しましょ

う。産直・外販出荷の方は生産指導課まで提出をお願いします。

　作業日誌として栽培管理記録簿を利用している場合は、提出確認後にコピーをとり、自分の作業記録として

保管して下さい。

　グリーンコープへ出荷を行う方は、記録・記帳が必須です。５月の自主確認で改善点があった場合は、改善

をお願いします。

　春作が終了し、作付けのない圃場が増えます。この時期を利用して、緑肥作物の植付けや湛水、土壌分析・

センチュウ検査を行うことをお勧めします。この結果を基に次期作や秋作の作付け計画や準備を行って下さい。

土壌の持込は生産指導課または開発センターまでお願いします。

連絡先・・・77-1301（生産指導課）

白ごぼう

その他
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令和４年６月　主な行事 Ａコープ
廃プラ
受入日

１ 水 ポイント３倍
ビニール

（塩ビのみ）

２ 木 肥料即売会　9：00

３ 金 農薬即売会　9：00

４ 土 ポイント５倍

５ 日

６ 月 ちょっきり市

７ 火 県域ＪＡ構想組合員説明会　19：00

８ 水 成牛市 ポイント３倍デー ポリ

９ 木

10 金

11 土　 大漁祭

12 日

13 月 子牛セリ ちょっきり市

14 火

15 水 年金感謝デー ポイント３倍デー その他品目

16 木
子牛品評会
追肥即売会　9：00

17 金 父の日＆ポイント５倍デー

18 土

19 日

20 月 ちょっきり市

21 火 第 125 回ＪＡ宮崎経済連和牛枝肉共進会

22 水 ポイント３倍デー ポリ

23 木
理事会　13：30
肥料即売会 9：00

24 金

25 土

26 日

27 月 ちょっきり市

28 火

29 水 肉の日＆ポイント５倍デー

30 木


